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投資判断は、情報収集の賜物なのだろう。しかし、社会科学系のものは、時とともに法

理が変化するから厄介だ。判断の材料は、役所の数値発表やら、経済学の教科書に

書いてある原理原則だがこれも覆ることもむしろ多い。 

数年前「毎月勤労統計」が最後の部分で鉛筆をなめていたことがばれた。発見者、あ

の西村清彦先生だったので、大事事件になった。2025年の大イベントだったトランプ

関税も教科書に反することが多い。もしかすると最新理論かもしれないが。ことほど左

様に、業界でいうところの IPC（投資戦略委員会）でカンカン諤々議論するが、10年

前の話題を調べると唖然とするし 30年前のものなど宗教経典を見るようなものもある。

すなわち、投資判断するのに、土台そのものが揺れるのだ。そして株は時々大暴落を

しながら上昇する。生身の人間には勝つことができない。結果としてインデクス運用だ

とかオルカンだとか言われてしまう。全員がインデクス運用をしたらどうなるか。全乗客

が職業スリの列車に乗るようなものだろう。そこで、株式運用はアートだと信じる連中は

一定程度いる。 

そこで、アーチスト向けに少し。ドクターコッパーは正しい。銅はすべての産業や戦争

など経済活動の基本だ。銅相場が上がればいずれ株も上がる。したがって、ドクター

コッパーと呼ぶ。次に熱しやすく冷めやすい韓国経済の象徴である KOSPIは、世界

経済の先行指標とすると“はずれ”が少ない。したがってドクターKOSPI となる。その伝

で 1970年代、ひそかにささやかれた完璧先行指数があった。米国経済を予見できる

マジックナンバーが神戸港から輸出される「釘」の量だ。米国経済との完全な相関性

があるというのだ。多分数年でその相関は消えたが。また、なんの相関もない 2つの

関係を期間とゲージをいじるだけでぴたりと当てはまることが多い。そしてそれを妄信

すると「おおやられ」となる。 

そんな投資の世界で御託を並べる某総合研究所員の必読書は、自分の専門分野以

外では「月刊文藝春秋」「選択」「噂の真相」だった。大ぴらに語るアナリストやストラテ

ジストはいなかったが、こっそり話すとほぼ全員が読んでいたのを知っている。とはい

え証券ストラテジストはすべてに通じていなければならないが、一応バイブルは日経

新聞だろう。小生には秘密がある。戦闘機のパイロットは敵機を 5機、撃墜すると撃墜

王と呼ばれるように、出版界では、本が 5万部売れるベストセラー作家と呼ばれる。実

は、ペンネームを使ってものを書いていたこともあるが、本名で出版した「日経新聞が

読める本」を書いたら 15万部売れてしまった。 

言い換えれば、部数は激減したとは言え、「日経新聞」は情報の源泉であり、内容はど

うであれ、全員が読んでいるので読む必要が出てくる。10年ほどまえ「日経新聞の真
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実」という新書を日経の敏腕ワシントン元特派員が書いているが、プラザ合意直後の、

米国の対日工作に自分は使われたと白状していた。すなわち日経も操作の対象とし

てうまく操られたているのだ。ある調査部に世界のあらゆる情報を取り、大学では経済

学の勉強が 3度の飯よりも好き。精緻に分析することにかけては天下一のアナリストが

いた。彼はその優秀さを鼻にかけて、部下の扱いに問題があり、副官はこっそり正反

対の結論を機会あることに開陳していた。上司は精密すぎてむしろすべて外してい

て、逆に上司の議論の裏を発表していた副官は有名ストラテジストとして引っ張り凧と

なってしまった。 

すなわち精密すぎてもむしろ外れる可能性が高いということだ。カジノのルーレットで、

球出しの八百長と同じで、気合を入れ過ぎて隣の数字に玉が入るようなものだろうか。

だからこそ投資の世界は楽しいのだろう。そして、吹けば飛ぶような会社があっという

間に日本 GDP規模と同じ時価総額になることもある世界だ。そんなワーダーランドで

生き延びる話をさせてください。これこそはと信じるものがあっても、信じないそぶりで、

“常に複眼で行こう”。 

山本博幸記 

 

 


